
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

こらぼの芝で 

元気にグラウンドゴルフをしよう！ 

日時：6/13(月)・6/27 (月) 

10:00~11:30 

場所：こらぼ大森 グラウンド 

参加費：200 円 

対象：どなたでも参加可能 

持ち物：タオル・飲み物（天候によっては帽子） 

道具はレンタル可能です。 

ご所持の方はご持参ください。 

内容：誰でも楽しくできるスポーツ。 

初めてでも、やさしく指導してもらえま

す。後半には 4 人一組でコースを廻り、 

スコアーもつけます。 

ルール・技術は大田区グラウンドゴルフ

協会の方々が丁寧に教えてくれます。 

主催：NPO 法人大森コラボレーション  

協力：大田区グラウンドゴルフ協会 

 

 

こらぼ 大森 
ニュース 

第 1５号 ■ 公園のみどりと草花 
■ LET'Sこらぼ みんなで協力して「まちづくり」 
■ トンボが飛んでいた、昔の大森 
■ 本 NPO!? なんのため だれのため 
■ 掲示板「保育付きバレエ」「グラウンドゴルフ」など 

 

公園のみどりと草花 

 
夏に向かうこれからの季節、ちょっとした木陰があるとホッと一息つけますね。初夏の陽ざしを

あびて、風に揺れる若葉が心和ませてくれます。花と緑がいっぱいの若竹公園もそんな皆さんの

憩いの場です。この公園では花壇の水遣りや草花の植え替えをして下さっている町会のボランテ

ィアの方がいらっしゃいます。夏に向けてこれからはひまわりやグラジオラスを植える予定だそ

うです。地道な活動に感謝をしながら、『自分でもできること』を見つけてみたいと思います。 
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保育つき！ 

ママも子どももハッピーになれるバレエサロン 

日時：7/１４までの毎週（木） 

   10:00～12:00 

場所：こらぼ大森  

（多目的室・いろいろルーム・情報交流室Ⅱ） 

参加費：受講料 1500 円・保育料 1500 円 

対象：満 1 歳～未就学児のお子様とお母様  

内容：お母様はバレエレッスンとティータイム

で心と体をリフレッシュし、お子様は自

立心を養う保育プログラムで楽しく過ご

します。 

主催：こらぼ大森 

日本スポーツ文化創造協議会 

協力：NPO 法人ネットワーク Bear 

 

 
グラウンドゴルフ 

子どもも大人も みんなで楽しく 

初心者も歓迎 上級者の方が優しくアドバイス 

日時：6/11(土) 13:30~15:30 

（出入り自由） 

場所：こらぼ大森 多目的室 参加費：無料 

主催：NPO 法人大森コラボレーション 

共催：NPO 法人大田教育支援の会 

お問合せ先：03-5753-7884 

 

みんなの囲碁・将棋教室 

発 行：こらぼ大森ニュース編集委員会 

ＴＥＬ/ＦＡＸ：03-5753-6560 

Ｅ-ｍａｉｌ：ｃｂｃ10286＠nifty.com 

ＵＲＬ：http://collabo-ohmori.com/ 

住 所：大田区大森西 2-16-2 

    大田区区民活動支援施設大森【こらぼ大森】 

ボランティアの「はじめの一歩」-出来ることから- 

内容：お花の水やり、イベントの準備 

本ニュースや冊子の袋詰め など 

活動日：毎週木曜日 

ご都合に合わせての調整も可能です。 

申込み：下記連絡先までご連絡ください。 

※事前に登録手続きがあります。 

 

 

 

こらぼ大森ボランティア募集！ 

いろいろスポーツ保育つきバレエ 

ネックレス・ピアス・イヤリング・指輪・ブローチ 

ブレスレット・小物等をビーズで作成します。 

日時：6/17(金) 10:00～12:30 

場所：こらぼ大森２階 情報交流室２ 

    （おおたオーガニックファーム） 

参加費：1000 円から（お茶代別途） 

お問合せ先：こらぼ大森情報交流室２ 

メール：office@ota-organic-farm.com 

電話 ： 03-3763-7314 

主催：こらぼ大森情報交流室２ 

 

みんなの囲碁・将棋教室 



                                             

JC（日本青年会議所）の元会頭・村岡兼幸氏と NPO を語る上で欠かせな

い中村陽一、加藤哲夫、早瀬昇、山岡義典、上田文雄ら 5 氏との対談集。 

NPO法が施行されて 18年を経た現在、NPO法人数は 5万を超えている。

数多ある社会問題は、政治や行政だけに任せても解決せず、市民一人ひと

りが力を発揮して社会を変えなければならない。その「場」となる NPO に

ついて多角的に考える 1 冊です。 

 近頃は自分達のまちは自分達の知恵と力で

少しでもよくしようと云う活動が目立つよう

になっています。私達の会も、平和島駅を中心

に周辺地区の「歴史と文化をふまえた交通の利

便性のよい、緑豊かな、魅力と活気ある安全で

美しいまちづくり」をめざし、活動をつづけて

います。簡単に云えば便利で安心のすてきなま

ちづくりと云えます。 

 4 年程前から大田区の協力を得て活動を続

けてきましたが、その間、毎月の幹事会、定例

会の他に、ワークショップ、検討会、他地区の

見学、駅周辺の歩行者通行量調査等を実施し、

まちづくりの勉強を重ねています。 

 その結果、平和島駅の直近の地区の改革がま

ず急がれる問題であると結論づけると同時に

「まちづくりの基本構想」を策定することが出

来ました。平和島駅は乗降客が非常に多い割に

は横断歩道や歩行動線に無理があり、危険がい

っぱいです。駅周辺の事業者の方々のご意見等 

注：区域内に自転車の貸出・返却拠点（ポート）を設け、

そこで借りたり返却できるネットワーク型の自転車シェ

アリングのこと（編集部） 

も見ながら、これからの平和島駅周辺のあるべ

き姿を探り、おしすすめて行くには大変な時

間、労力と覚悟が必要です。 

さてこれとは別に、今、大田区ではコミュニ

ティサイクルの導入が検討されています。当会

としては早くから関心をもち、行政と接触して

きました。コミュニティサイクル（＊注）は平

和島周辺の活性化、他地区との連係緊密化、観

光化、住民やビジネスの行動半径アップと効率

化、不法駐輪の解消等メリットが多く、自転車

も電動、指定場所ならどこでも借り、返しが自

由でカード一枚で処理でき、将来的には他区と

の乗り入れが検討されています。 

 いずれにしても当会としては導入には積極

的に協力し、実現させてたいと思っているとこ

ろです。 

沢田東長生会は大森沢田東町会、大森沢田

西町会、大森北六丁目沢田町会、大森西二丁目

三和会の４町会の地域の敬老会の連合会です。 

昔は、こらぼ大森があるこの場所は広い空

き地でした。秋になるとたくさんのトンボや大

きなヤンマが飛び回っていたんです。私が子ど

もの頃は、竹の棒の先にトリモチを付けてトン

ボを追いかけまわしていました。くっ付けて捕

まえたんです。いまでは想像もできませんね。 

昭和１５年にこの場所に大森第六小学校が

できました。大森第二小学校と大森第六小学校

は姉妹校のようなものです。私は大森第二小学

校に在籍していましたが、当時は１学年が５ク

ラスくらいあって全校生徒は１０００人くら

いはいたのではないでしょうか。 

しかし、戦争で空襲があってこのあたり一

面、焼け野原になってしまいました。昭和２０

年４月１５日の午後９時ころ突然空襲警報が

鳴りだして、すぐに蒲田の方から火の手が上が

るのを見ました。必死で松原橋のほうまで逃げ

ました。 

 

３月１０日の東京大空襲の時、防空壕に入

っていた方が沢山亡くなっているのを知って

いたので、みんなとにかく逃げまどいました。

もちろん学校も丸焼けです。私は中学生になっ

ていましたが、沢山の方が火に焼かれて亡くな

られたのを実際に見ました。二度と繰り返して

はいけないと思います。 

終戦後、焼け野原になってしまったここに、

木造の大森第六学校がまたできました。 

１３年前、２つの学校が統合されてこらぼ

大森ができるまではたくさんの紆余曲折があ

りました。地域の人たちも運営協議会を作り当

時の町会の方たちも大変ご苦労されました。 

今、私たち沢田東長生会は、ミーティング

ルームをよく使わせてもらっています。役員会

等もそこでやっています。 

それから、みんなで懐かしい歌を歌う「コ

ールハッピーシルバ―」も毎月やっています

が、声を出すと健康にもいいようです。 

ぜひ、みなさんもご一緒にどうでしょうか。 

みんなで協力して 

「まちづくり」 

トンボが飛んでいた、昔の大森 こらぼ大森の最寄り駅である平和島駅。 

大田区の交通の要の地域です。 

地域のひとたちの声を拾いながら、より魅力

豊かなまちにしようとの想いで取り組まれて

いる“平和島駅周辺まちづくり協議会”の活動

内容と直近の課題についてお話を伺いまし

た。 

平和島駅周辺地区まちづくり協議会 

会長 黒﨑淳一さん 

ＮＰＯ!?  なんのため  だれのため 

 

こらぼで開催されたまちづくりワークショップ 

沢田東長生会 

会長 田中茂さん Ｌet’s こらぼ 

編集者：村岡兼幸・ 
財団法人まちづくり市民財団 

出版社：時事通信社 


